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RXファミリ、H8Sファミリ 

H8SからRXへの置き換えガイド ADC編 

要旨 

本アプリケーションノートでは、H8Sファミリの A/D 変換器から RXの 12 ビット A/D コンバータ

（S12ADE）への置き換えについて説明しています。 

対象デバイス 

• RX ファミリ 

• H8S ファミリ 
 

H8S から RXへの置き換え例として、RX ファミリは RX231 グループを、H8Sファミリは H8S/2378 グルー

プを用いて説明しています。本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕

様にあわせて変更し、十分評価してください。 

動作確認デバイス 

• RX ファミリ： RX231 

• H8S ファミリ：H8S/2378 
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RX ファミリと H8Sファミリ間で使用している用語が一部異なります。 

下表に、A/D コンバータに関する用語の相違点を示します。 

 

表 RX ファミリと H8S ファミリ間の用語の相違点 

項目 RX ファミリ H8S ファミリ 

A/D コンバータモジュールの名称 12 ビット A/D コンバータ

（S12ADE） 

A/D 変換器 

割り込み名称 スキャン終了割り込み（S12ADI0） A/D 変換終了割り込み（ADI） 

外部端子入力によるトリガの名称 非同期トリガ 外部トリガ 

 

以降、A/D 変換器、12ビット A/D コンバータ（S12ADE）等を総称して、A/D コンバータと呼びます。 
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1. A/D コンバータの相違点 

1.1 機能相違点 

表1.1に、A/D コンバータの機能相違点を示します。 

 

表1.1 A/D コンバータの機能相違点 

項目 RX H8S 

ユニット数 1 ユニット 

チャネルセット数 なし 2 チャネルセット 

入力チャネル 24 チャネル 16 チャネル 

拡張アナログ機能 温度センサ出力 

内部基準電圧 

なし 

A/D 変換方式 逐次比較方式 

分解能 12 ビット 10 ビット 

変換時間 1 チャネル当たり 0.83µs 

（A/D 変換クロック ADCLK=54MHz 

動作時） 

1 チャネル当たり 7.4µs 

（35MHz 動作時） 

A/D 変換クロックの設定 周辺モジュールクロック PCLK と

A/D 変換クロック ADCLK を、以下の

周波数比で設定可能（注 1） 

PCLK：ADCLK 周波数比 

= 1：1、1：2、1：4、 

  2：1、4：1、8：1 

（ADCLK の設定はクロック発生回路

で設定） 

なし 

データレジスタ アナログ入力用 24 本、 

ダブルトリガモードでの A/D 変換

データ 2 重化用 1 本 

温度センサ用 1 本 

内部基準電圧用 1 本 

自己診断用 1 本 

アナログ入力用 8 本 

動作モード シングルスキャンモード 

連続スキャンモード 

グループスキャンモード 

（グループ A 優先制御動作の設定可

能） 

シングルモード 

スキャンモード 

A/D 変換開始条件（注 2） ソフトウェアトリガ 

同期トリガ 

（MTU、ELC、TPU からのトリガ） 

非同期トリガ 

ソフトウェアトリガ 

TPU、TMR による変換開始トリガ 

外部トリガ信号 
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項目 RX H8S 

機能 サンプリングステート数可変機能 

12 ビット A/D コンバータの 

自己診断機能 

A/D 変換値加算モードと 

平均モードが選択可能 

アナログ入力断線検出機能 

（ディスチャージ機能/ 

プリチャージ機能） 

ダブルトリガモード 

（A/D 変換データ 2 重化機能） 

A/D データレジスタ 

オートクリア機能 

コンペア機能 

（ウィンドウ A、ウィンドウ B） 

コンペア機能使用時の 

リングバッファ（16 本） 

なし 

割り込み要因 スキャン終了割り込み要求（S12ADI） 

グループ B 専用のスキャン終了 

割り込み要求（GBADI） 

A/D 変換終了割り込み要求（ADI） 

イベントリンク機能 グループスキャンモード 

• グループ A のスキャン終了時に 

ELC イベント発生 

• グループ B のスキャン終了時に 

ELC イベント発生 

全てのスキャン終了時に ELC イベン

ト発生 

ELC からのトリガによりスキャン開 

始可能 

シングルスキャンモード 

• ウィンドウコンペア機能のイベン

ト 

条件に応じて ELC イベント発生 

なし 

変換モード 高速変換モード 

通常変換モード 

なし 

DMAC、DTC の起動 可能 

消費電力低減機能 モジュールストップ状態への 

設定可能（注 3） 

モジュールストップ状態への 

設定可能 

注 1. 周辺モジュールクロック PCLK は PCLKB、A/D 変換クロック ADCLK は PCLKD を示します。 

PCLKB、PCLKD はそれぞれ、クロック発生回路で分周比を設定することが可能です。 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

注 2. A/D 変換開始条件の詳細は、「表1.2 RXとH8SのA/D変換開始トリガの比較」を参照してください。 

注 3. モジュールストップ状態を解除した後は、1µs 以上待ってから A/D 変換を開始してください。 
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表1.2に、RX と H8Sの A/D 変換開始トリガの比較を示します。 

 

表1.2 RX と H8S の A/D 変換開始トリガの比較 

項目 名称（注 1） 

RX H8S RX 

ソフトウェアトリガ なし 

ADTRG0#端子によるトリガ入力 ADTRG
____________

端子によるトリガ入力 なし 

TPU0～TPU4 の TGRA のコンペアマッチ/ 

インプットキャプチャ 

または TPU0.TGRA のコンペアマッチ/ 

インプットキャプチャ 

TPU（16 ビットタイマパルスユニット）に 

よる変換開始トリガ 

TRGAN1 

TRG4ABN1 

なし TMR（8 ビットタイマ）による変換開始 

トリガ 

 

MTU0.TGRA のコンペアマッチ/ 

インプットキャプチャ 

なし TRG0AN 

MTU0.TGRB のコンペアマッチ/ 

インプットキャプチャ 

TRG0BN 

MTU0～MTU4の TGRAのコンペアマッチ/

インプットキャプチャ 

または相補 PWM モード時の 

MTU4.TCNT のアンダフロー（谷） 

TRGAN 

MTU0.TGRE のコンペアマッチ TRG0EN 

MTU0.TGRF のコンペアマッチ TRG0FN 

MTU4.TADCORA と MTU4.TCNT の 

コンペアマッチ（割り込み間引き機能） 

TRG4AN 

MTU4.TADCORB と MTU4.TCNT の 

コンペアマッチ（割り込み間引き機能） 

TRG4BN 

MTU4.TADCORA と MTU4.TCNT、

MTU4.TADCORB と MTU4.TCNT 

コンペアマッチ（割り込み間引き機能） 

TRG4ABN 

ELC からのトリガ なし 

注 1. H8S には、A/D 変換開始トリガの名称はありません。 

注. RX の MTU（マルチファンクションタイマパルスユニット）、TPU（16 ビットタイマパルスユニット）、

ELC（イベントリンクコントローラ）については、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照し

てください。 
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1.2 A/D 変換器の相違点 

図1.1に、RX の 12ビット A/D コンバータのブロック図を示します。 

図1.2に、H8Sの A/D 変換器のブロック図を示します。 

図1.1、図1.2中の  は、H8S と RX の主な相違点を示しています。 

H8S と RX では、端子の構成が異なります。入出力端子の相違点は、表1.3を参照してください。 

また、RX の 12 ビット A/D コンバータは、自己診断用の電源発生器、イベントリンクコントローラ（ELC）

へのイベント信号の出力機能を備えています。これらの電源発生器、イベント信号の出力機能は H8Sの A/D

変換器にはありません。 
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図1.1 RX の 12 ビット A/D コンバータのブロック図 
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モジュールデータバス

【記号説明】

ADCR     ： A/Dコントロールレジスタ ADDRD  ： A/DデータレジスタD

ADCSR   ： A/Dコントロール/ステータスレジスタ ADDRE  ： A/DデータレジスタE

ADDRA  ： A/DデータレジスタA ADDRF  ： A/DデータレジスタF

ADDRB  ： A/DデータレジスタB ADDRG  ： A/DデータレジスタG

ADDRC  ： A/DデータレジスタC ADDRH  ： A/DデータレジスタH
 

図1.2 H8S の A/D 変換器のブロック図 
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表1.3 入出力端子の相違点 

RX H8S 機能 入出力 

AVCC0 AVcc アナログ部の電源端子 入力 

AVSS0 AVss アナログ部のグランド端子 入力 

VREFH0 Vref 基準電源端子 入力 

VREFL0 なし 基準電源グランド端子 入力 

AN000～AN007、 

AN016～AN031 

AN0～AN15（注 1） アナログ入力端子 入力 

ADTRG0# ADTRG
_____________

 A/D 外部トリガ入力端子 入力 

注 1. H8S では、チャネルは「チャネルセット」によりグループ分けされています。 

AN0～AN7 はチャネルセット 0、AN8～AN15 はチャネルセット 1 のアナログ入力チャネルです。 
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1.3 レジスタ相違点 

表1.4に、RX と H8Sの A/D コンバータレジスタ一覧を示します。 

 

表1.4 RX と H8S の A/D コンバータレジスタ一覧 

RX H8S 

A/D データレジスタ y（ADDRy）（y=0～7、16～31） A/D データレジスタ A～H（ADDRA～H） 

A/D データ 2 重化レジスタ（ADDBLDR） なし 

A/D 温度センサデータレジスタ（ADTSDR） 

A/D 内部基準電圧データレジスタ（ADOCDR） 

A/D 自己診断データレジスタ（ADRD） 

A/D コントロールレジスタ（ADCSR） A/D コントロールレジスタ（ADCR） 

なし A/D コントロール/ステータスレジスタ（ADCSR） 

A/D コントロール拡張レジスタ（ADCER） なし 

A/D チャネル選択レジスタ A0（ADANSA0） 

A/D チャネル選択レジスタ A1（ADANSA1） 

A/D チャネル選択レジスタ B0（ADANSB0） 

A/D チャネル選択レジスタ B1（ADANSB1） 

A/D 変換開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR） 

A/D サンプリングステートレジスタ n（ADSSTRn） 

（n=0～7、L、T、O） 

A/D 変換値加算/平均機能チャネル選択レジスタ 0 

（ADADS0） 

A/D 変換値加算/平均機能チャネル選択レジスタ 1 

（ADADS1） 

A/D 変換値加算/平均回数選択レジスタ（ADADC） 

A/D グループスキャン優先コントロールレジスタ

（ADGSPCR） 

A/D 変換拡張入力コントロールレジスタ

（ADEXICR） 

A/D 断線検出コントロールレジスタ（ADDISCR） 

A/D 高電位/低電位基準電圧コントロールレジスタ 

（ADHVREFCNT） 

A/D イベントリンクコントロールレジスタ 

（ADELCCR） 

A/D コンペア機能コントロールレジスタ 

（ADCMPCR） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネル選択 

レジスタ 0（ADCMPANSR0） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネル選択 

レジスタ 1（ADCMPANSR1） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力選択 

レジスタ（ADCMPANSER） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 比較条件設定 

レジスタ 0（ADCMPLR0） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 比較条件設定 

レジスタ 1（ADCMPLR1） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力比較条件 

設定レジスタ（ADCMPLER） 
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RX H8S 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 下位側レベル設定 

レジスタ（ADCMPDR0） 

なし 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 上位側レベル設定 

レジスタ（ADCMPDR1） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネルステータス 

レジスタ 0（ADCMPSR0） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネルステータス 

レジスタ 1（ADCMPSR1） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力チャネル 

ステータスレジスタ（ADCMPSER） 

A/D コンペア機能ウィンドウ A/B ステータスモニタ 

レジスタ（ADWINMON） 

A/D コンペア機能ウィンドウ B チャネル選択 

レジスタ（ADCMPBNSR） 

A/D コンペア機能ウィンドウ B 下位側レベル設定 

レジスタ（ADWINLLB） 

A/D コンペア機能ウィンドウ B 上位側レベル設定 

レジスタ（ADWINULB） 

A/D コンペア機能ウィンドウ B チャネルステータス 

レジスタ（ADCMPBSR） 

A/D データ格納バッファレジスタ n（ADBUFn） 

（n=0～15） 

A/D データ格納バッファイネーブルレジスタ 

（ADBUFEN） 

A/D データ格納バッファポインタレジスタ 

（ADBUFPTR） 
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表1.5に、RX と H8Sのレジスタ・ビット機能の対応を示します。H8Sのレジスタ・ビット機能が、RX の

どのレジスタ・ビットに対応しているかを示します。 

 

表1.5 RX と H8S のレジスタ・ビット機能の対応 

RX H8S 

機能 レジスタ ビット レジスタ ビット 

ADDRy 

（y=0～7、16～31） 

 ADDRA～H  A/D 変換結果を格納する 

16 ビットのリード専用レジスタ 

IR102（注 1） IR ADCSR ADF A/D 変換終了フラグ 

ADCSR ADIE ADIE A/D 変換終了割り込み許可/禁止 

ADST ADST A/D 変換開始/中止 

ADANSA0 ANSA0[7:0] CH3～0 A/D 変換を行うアナログ入力

チャネルの選択 ADANSA1 ANSA1[15:0] 

ADSTRGR TRSA[5:0] ADCR TRGS1、0 A/D 変換開始トリガの選択、 

トリガによる A/D 変換開始の 

許可/禁止 

ADCSR EXTRG 

TRGE 

ADCS[1:0] SCANE、SCANS スキャンモードの選択 

ADSSTRn 

（n=0～7、L、T、O） 

 CKS1、0 A/D 変換時間の設定 

注 1. IR レジスタは割り込みコントローラのレジスタです。RX の A/D コンバータには、周辺機能の割り込

み要求フラグは存在しません。詳細は、「5. 割り込みの相違点」を参照してください。 

 

RX と H8S では、A/D 変換を行うアナログ入力チャネルの選択方法が異なります。 

RX の A/D チャネル選択レジスタは、各ビットが各アナログ入力チャネルに対応しています。 

これにより、RX では最大 24 チャネルのアナログ入力チャネルを任意に選択することが可能です。 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

また、RX と H8Sでは A/D データレジスタのフォーマットが異なります。 

H8S では、A/D データレジスタの上位 10ビットに A/D 変換結果が格納されます。 

RX では、ADCERレジスタの ADRFMT ビットにより右詰め（LSB 側）/左詰め（MSB 側）が選択できます。 

右詰め（LSB 側）を選択した場合は下位 12ビットに、左詰め（MSB 側）を選択した場合は上位 12 ビットに

A/D 変換結果が格納されます。デフォルトでは、A/D データレジスタのフォーマットは右詰め（LSB 側）が

選択されています。 
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2. 使用する周辺機能 

表2.1に、A/D コンバータの動作例に対して使用する周辺機能およびモードを示します。 

 

表2.1 A/D コンバータの動作例に対して使用する周辺機能およびモード 

No. 

RX H8S 動作例 

周辺機能 モード 周辺機能 モード モード 参照 

1 
12 ビット A/D

コンバータ 

（S12ADE） 

シングルスキャン 

モード 

A/D 変換器 シングルモード シングルモード 3.1 

2 
連続スキャン 

モード 

スキャンモード スキャンモード 3.2 

3 
グループスキャン 

モード 

なし グループスキャン

モード 

3.3 
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3. 動作の相違点 

3.1 シングルモード動作 

本項では、H8Sのシングルモード動作を RX で実現する場合の動作、設定手順について説明します。 

「表3.1 シングルモード動作の条件」に示す動作時の動作、設定手順について説明します。 

 

表3.1 シングルモード動作の条件 

項目 

動作条件 

RX H8S 

動作モード シングルスキャンモード シングルモード 

アナログ入力チャネル AN000 AN0 

A/D 変換開始トリガ TPU0.TGRA0 のコンペアマッチ/インプットキャプチャ 

割り込み スキャン終了割り込み（S12ADI0） A/D 変換終了割り込み（ADI） 

 

H8S のシングルモードでは、指定された 1 チャネルのアナログ入力を 1回 A/D 変換します。 

RX のシングルスキャンモードでは、任意に選択した最大 24チャネルのアナログ入力を、チャネル番号の

若い順に 1回 A/D 変換します。 

H8S のシングルモード動作を RX で実現する場合は、シングルスキャンモードでアナログ入力チャネルを 1

チャネル選択してください。 
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3.1.1 動作説明 

図3.1に、シングルモード動作のタイミング図を示します。 

表3.2に、シングルモード動作説明を示します。 

図3.1中の番号は、表3.2中の番号に対応しています。 

A/D変換結果

A/D変換結果

変換待機 A/D変換 変換待機

変換待機 A/D変換 変換待機

TPUの変換開始トリガによりセット

ADCSR.ADSTビット

チャネル0(AN0)

ADDRAレジスタ

ADCSR.ADFビット

H8S

ADCSR.ADSTビット

チャネル0(AN000)

ADDR0レジスタ

S12ADI0割り込みの

IRビット(注1)

RX

割り込み要求を受け付けると"0"になります

②

③

④

A/D変換開始

A/D変換開始

ADF=1の状態をリード後、

0クリア

TRGAN1トリガによりセット

①

②

③

④
①

 

注 1. H8S と RX では割り込みアーキテクチャが異なります。詳細は、「5. 割り込みの相違点」を 

参照してください。 

図3.1 シングルモード動作のタイミング図 
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表3.2 シングルモード動作説明 

項目 RX（シングルスキャンモード） H8S（シングルモード） 

①A/D 変換開始 TPU からの TRGAN1 トリガによって

ADCSR.ADST ビットが“1”（A/D 変換開

始）になると、ADANSA0、ADANSA1 レ

ジスタで選択した ANn の n が小さい番号

順に A/D 変換を開始します。 

TPU からの変換開始トリガによって 

ADCSR の ADST ビットが“1”（A/D 変換開

始）になると、ADCSR の CH3～0 ビット

で選択した 1 チャネルの A/D 変換を開始

します。 

②A/D 変換結果 

 格納 

1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D

変換結果はそのチャネルに対応する A/D

データレジスタ（ADDRy）に格納されま

す。 

A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果はそ

のチャネルに対応する A/D データレジス

タ（ADDRA～H）に格納されます。 

③A/D 変換終了 

 割り込み発生 

選択されたすべてのチャネルの A/D 変換

終了後、ADCSR.ADIE ビットが“1”（スキャ

ン終了後の S12ADI0 割り込み発生を許

可）に設定されていると、S12ADI0 割り

込みの IR ビットが“1”（割り込み要求発

生）になり、S12ADI0 割り込み要求を発

生します。 

A/D 変換終了後、ADCSR の ADF ビット

が“1”（A/D 変換終了）になります。この

とき、ADCSR の ADIE ビットが“1”（ADF

による ADI 割り込み許可）に設定されて

いると、ADI 割り込み要求を発生します。 

④A/D 変換終了 ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は“1”

（A/D 変換開始）を保持し、選択されたす

べてのチャネルの A/D 変換が終了すると

自動的にクリアされ、12 ビット A/D コン

バータは待機状態になります。 

ADCSR の ADST ビットは A/D 変換中は

“1”（A/D 変換開始）を保持し、変換が終

了すると自動的にクリアされ、A/D 変換器

は待機状態になります。 
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3.1.2 設定手順の相違点 

表3.3に、シングルモード動作時の初期設定手順の相違点を示します。 

H8S と RX では、割り込みアーキテクチャと I/O ポート機能の設定方法が異なります。 

詳細は、「5. 割り込みの相違点」、「8.1 入出力ポート」を参照してください。 

 

表3.3 シングルモード動作時の初期設定手順の相違点 

手順 RX H8S 

1 
モジュールストップ状態

を解除（注 1） 

MSTP（S12AD） = 0; MSTPCR.BIT._AD = 0; 

2 
割り込み要求を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 0; 

IEN（S12AD, S12ADI0） = 0; 

AD.ADCSR.BIT.ADIE = 0; 

3 A/D 変換を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADST = 0; AD.ADCSR.BIT.ADST = 0; 

4 スキャンモード選択 S12AD.ADCSR.BIT.ADCS = 0; AD.ADCR.BIT.SCAN = 0; 

5 チャネル選択 S12AD.ADANSA0.WORD = 0x0001; AD.ADCSR.BIT.CH = 0; 

6 
A/D 変換開始トリガ選択 S12AD.ADCSR.BIT.EXTRG = 0; 

S12AD.ADSTRGR.BIT.TRSA = 13; 

－ 

（処理なし）（注 2） 

7 A/D 変換時間の設定 S12AD.ADSSTR0 = 0x58; AD.ADCR.BIT.CKS = 3; 

8 

I/O ポート機能の設定 
（注 3） 

PORT4.PMR.BIT.B0 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B0 = 0; 

MPC.P40PFS.BYTE = 0x80; 

－ 

（処理なし） 

9 
割り込み制御モード設定 － 

（処理なし） 

INTC.INTCR.BIT.INTM = 2; 

10 割り込み優先レベル設定 IPR（S12AD, S12ADI0） = 0x01; INTC.IPRF.BIT._AD = 1; 

11 
周辺機能割り込み要求を

クリア 

－ 

（処理なし） 

AD.ADCSR.BIT.ADF = 0; 

12 
割り込み要求をクリア IR（S12AD, S12ADI0） = 0; － 

（処理なし） 

13 
割り込み要求を許可 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 1; 

IEN（S12AD, S12ADI0） = 1; 

AD.ADCSR.BIT.ADIE = 1; 

14 
プロセッサ割り込み優先

レベル設定 

－ 

（処理なし） 

set_imask_exr（0）; 

15 
マスカブル割り込み許可 setpsw_i（）; － 

（処理なし） 

16 
トリガ信号による 

A/D 変換開始を許可 

S12AD.ADCSR.BIT.TRGE = 1; AD.ADCR.BIT.TRGS = 1; 

注 1. モジュールストップ機能については、「6. モジュールストップ機能」を参照してください。 

注 2. H8S では、手順 15「トリガ信号による A/D 変換開始を許可」と同時に、A/D 変換開始トリガの選択を

行います。 

注 3. AN000 端子を使用する場合は、該当端子の設定を汎用入力にしてください。 

（PORT.PDR.Bm ビットおよび PORT.PMR.Bm ビットを“0”に設定。（m：0～7）) 
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3.2 スキャンモード動作 

本項では、H8Sのスキャンモード動作を RX で実現する場合の動作、設定手順について説明します。 

「表3.4 スキャンモード動作の条件」に示す動作時の動作、設定手順について説明します。 

 

表3.4 スキャンモード動作の条件 

項目 

動作条件 

RX H8S 

動作モード 連続スキャンモード スキャンモード 

アナログ入力チャネル AN000～AN002 AN0～AN2 

A/D 変換開始トリガ ソフトウェア 

割り込み スキャン終了割り込み（S12ADI0） A/D 変換終了割り込み（ADI） 

 

H8S のスキャンモードでは、指定された最大 4チャネルまたは最大 8 チャネルのアナログ入力を連続して

A/D 変換します。 

RX の連続スキャンモードでは、任意に選択した最大 24 チャネルのアナログ入力を、チャネル番号の若い

順に連続して A/D 変換します。 

H8S のスキャンモードと RX の連続スキャンモードは、動作は同じです。 
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3.2.1 動作説明 

図3.2に、スキャンモード動作のタイミング図を示します。 

表3.5に、スキャンモード動作説明を示します。 

図3.2中の番号は、表3.5中の番号に対応しています。 

A/D変換結果2

A/D変換結果3

A/D変換6

A/D変換5 変換待機

A/D変換6

A/D変換5 変換待機

変換待機 A/D変換3

変換待機 A/D変換2

変換待機

A/D変換結果4

変換待機 A/D変換1 変換待機 A/D変換4

A/D変換結果3

A/D変換結果2

A/D変換結果4

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機 A/D変換4

A/D変換2

A/D変換3

変換待機 A/D変換1

ソフトウェアによりセット

ADCSR.ADSTビット

チャネル0(AN0)

ADDRAレジスタ

ADCSR.ADFビット

A/D変換開始

チャネル1(AN1)

H8S
チャネル2(AN2)

ソフトウェアによりクリア

ADDRBレジスタ

ADF=1の状態をリード後、

0クリア

ADDRCレジスタ

①

②

②

②

③

セット

⑤

S12ADI0割り込みの

IRビット(注2)

④

割り込み要求を受け付けると"0"になります

(注1)

ソフトウェアによりセット

ADCSR.ADSTビット

チャネル0(AN000)

ADDR0レジスタ

A/D変換開始

チャネル1(AN001)

RX

チャネル2(AN002)

ソフトウェアによりクリア

ADDR1レジスタ

ADDR2レジスタ

セット

(注1)

A/D変換結果

A/D変換結果

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

①

②

②

②

⑤

④

②

②

③

 

注 1. A/D 変換 5 の変換データは無視されます。 

注 2. H8S と RX では割り込みアーキテクチャが異なります。詳細は、「5. 割り込みの相違点」を 

参照してください。 

図3.2 スキャンモード動作のタイミング図 
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表3.5 スキャンモード動作説明 

項目 RX（連続スキャンモード） H8S（スキャンモード） 

①A/D 変換開始 ソフトウェアトリガ入力によって 

ADCSR.ADST ビットが“1”（A/D 変換開

始）になると、ADANSA0、ADANSA1 レ

ジスタで選択した ANn の n が小さい番号

順に A/D 変換を開始します。 

ソフトウェアトリガ入力によって 

ADCSR の ADST ビットが“1”（A/D 変換開

始）になると、ADCSR の CH3～0 ビット

で選択したチャネルの第 1 チャネルから

A/D 変換を開始します。 

②A/D 変換結果 

格納 

1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D

変換結果は順次そのチャネルに対応する

A/D データレジスタ（ADDRy）に格納さ

れます。 

1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D

変換結果は順次そのチャネルに対応する

A/D データレジスタ（ADDRA～H）に格

納されます。 

③A/D 変換終了 

割り込み発生 

選択されたすべてのチャネルの A/D 変換

終了後、ADCSR.ADIE ビットが“1”（スキャ

ン終了後の S12ADI0 割り込み発生を許

可）に設定されていると、S12ADI0 割り

込みの IR ビットが“1”（割り込み要求発

生）になり、S12ADI0 割り込み要求を発

生します。 

12 ビット A/D コンバータ再び

ADANSA0、ADANSA1 レジスタで選択し

た ANn の n が小さい番号順に A/D 変換を

開始します。 

選択されたすべてのチャネルの A/D 変換

終了後、ADCSR の ADF ビットが“1”（A/D

変換終了）になります。このとき、ADCSR

の ADIE ビットが“1”（ADF による ADI 割

り込み許可）に設定されていると、ADI

割り込み要求を発生します。 

A/D変換器は再びADCSRのCH3～0ビッ

トで選択したチャネルの第 1 チャネルか

ら A/D 変換を開始します。 

④A/D 変換終了 ADCSR.ADSTビットは自動的にクリアさ

れず、“1”（A/D 変換開始）の間は No.2～3

の動作を繰り返します。ADCSR.ADST

ビットを“0”（A/D 変換停止）に設定する

と A/D 変換を中止し、12 ビット A/D コン

バータは待機状態になります。 

ADCSRのADSTビットは自動的にクリア

されず、“1”（A/D 変換開始）の間は No.2

～3 の動作を繰り返します。ADCSR の

ADST ビットを“0”（A/D 変換停止）に設定

すると A/D 変換を中止し、A/D 変換器は

待機状態になります。 

⑤A/D 変換再開 その後、ADCSR.ADST ビットを“1”（A/D

変換開始）に設定すると再び ADANSA0、

ADANSA1 レジスタで選択した ANn の n

が小さい番号順に A/D 変換を開始します。 

その後、ADCSRのADSTビットを“1”（A/D

変換開始）に設定すると再び ADCSR の

CH3～0 ビットで選択したチャネルの第 1

チャネルから A/D 変換を開始します。 
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3.2.2 設定手順の相違点 

表3.6に、スキャンモード動作時の初期設定手順の相違点を示します。 

H8S と RX では、割り込みアーキテクチャと I/O ポート機能の設定方法が異なります。 

詳細は、「5. 割り込みの相違点」、「8.1 入出力ポート」を参照してください。 

 

表3.6 スキャンモード動作時の初期設定手順の相違点 

手順 RX H8S 

1 モジュールストップ状態

を解除（注 1） 

MSTP(S12AD) = 0; MSTPCR.BIT._AD = 0; 

2 割り込み要求を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 0; 

IEN(S12AD, S12ADI0) = 0; 

AD.ADCSR.BIT.ADIE = 0; 

3 A/D 変換を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADST = 0; AD.ADCSR.BIT.ADST = 0; 

4 スキャンモード選択 S12AD.ADCSR.BIT.ADCS = 2; AD.ADCR.BIT.SCAN = 2; 

5 チャネル選択 S12AD.ADANSA0.WORD = 0x0007; AD.ADCSR.BIT.CH = 2; 

6 A/D 変換時間の設定 S12AD.ADSSTR0 = 0x58; AD.ADCR.BIT.CKS = 3; 

7 I/O ポート機能の設定 
（注 3） 

PORT4.PMR.BIT.B0 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B0 = 0; 

MPC.P40PFS.BYTE = 0x80; 

PORT4.PMR.BIT.B1 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B1 = 0; 

MPC.P41PFS.BYTE = 0x80; 

PORT4.PMR.BIT.B2 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B2 = 0; 

MPC.P42PFS.BYTE = 0x80; 

－ 

（処理なし） 

8 割り込み制御モード設定 － 

（処理なし） 

INTC.INTCR.BIT.INTM = 2; 

9 割り込み優先レベル設定 IPR(S12AD, S12ADI0) = 0x01; INTC.IPRF.BIT._AD = 1; 

10 周辺機能割り込み要求を

クリア 

－ 

（処理なし） 

AD.ADCSR.BIT.ADF = 0; 

11 割り込み要求をクリア IR(S12AD, S12ADI0) = 0; － 

（処理なし） 

12 割り込み要求を許可 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 1; 

IEN(S12AD, S12ADI0) = 1; 

AD.ADCSR.BIT.ADIE = 1; 

13 プロセッサ割り込み優先

レベル設定 

－ 

（処理なし） 

set_imask_exr(0); 

14 マスカブル割り込み許可 setpsw_i(); － 

（処理なし） 

15 A/D 変換開始を許可 S12AD.ADCSR.BIT.ADST = 1; AD.ADCSR.BIT.ADST = 1; 

注 1. モジュールストップ機能については、「6. モジュールストップ機能」を参照してください。 

注 2. H8S では、手順 15「トリガ信号による A/D 変換開始を許可」と同時に、A/D 変換開始トリガの選択を

行います。 

注 3. AN000～AN002 端子を使用する場合は、該当端子の設定を汎用入力にしてください。 

（PORT.PDR.Bm ビットおよび PORT.PMR.Bm ビットを“0”に設定。（m：0～7）） 
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3.3 グループスキャンモード動作 

本項では、RX のグループスキャンモードの動作、設定手順について説明します。 

「表3.7 グループスキャンモード動作の条件」に示す動作時の動作、設定手順について説明します。 

 

表3.7 グループスキャンモード動作の条件 

項目 

動作条件 

RX 

動作モード グループスキャンモード 

アナログ入力チャネル グループ A：AN000、AN001 

グループ B：AN002、AN003 

A/D 変換開始トリガ グループ A：MTU0.TGRA のコンペアマッチ/インプットキャプチャ 

グループ B：MTU0.TGRB のコンペアマッチ/インプットキャプチャ 

割り込み スキャン終了割り込み（S12ADI0） 

グループ B スキャン終了割り込み（GBADI） 

 

RX のグループスキャンモードでは、最大 24チャネルのアナログ入力を任意に選択して 2 つのグループ（グ

ループ Aとグループ B）に分け、グループ単位で A/D 変換を行います。 

スキャン動作はシングルスキャンモードと同様で、チャネル番号の若い順に 1回 A/D 変換を行います。 

グループ Aとグループ Bのスキャン開始条件（同期トリガ）を個別に選択することで、グループ Aとグルー

プ Bは異なるタイミングで A/D 変換を開始することが可能です。 

スキャン終了割り込み、グループ B スキャン終了割り込みを許可に設定した場合、グループ Aのスキャン

終了時にスキャン終了割り込み（S12ADI0）を、グループ Bのスキャン終了時にグループ Bスキャン終了割

り込み（GBADI）を発生します。 

 

グループスキャンモードの詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 
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3.3.1 動作説明 

図3.3に、RX のグループスキャンモード動作のタイミング図を示します。 

表3.8に、グループスキャンモード動作説明を示します。 

図3.3中の番号は、表3.8中の番号に対応しています。 

変換待機 A/D変換4 変換待機

A/D変換結果2

A/D変換結果3

A/D変換結果4

変換待機 A/D変換2

変換待機 A/D変換3 変換待機

変換待機 A/D変換1
RX

TRG0ANイベント

TRG0BNイベント

チャネル0(AN000)

TRG0AN

TRG0BN

チャネル1(AN001)

チャネル2(AN002)

チャネル3(AN003)

ADCSR.ADSTビット

ADDR0レジスタ

ADDR1レジスタ

ADDR2レジスタ

ADDR3レジスタ

S12ADI0割り込みの

IRビット (注1)

GBADI割り込みの

IRビット (注1)

A/D変換結果1

タイマカウント

時間

TRG0ANトリガによりセット TRG0BNトリガによりセット

割り込み要求を受け付けると"0"になります

②

②

③

⑥

⑥

⑦

④ ⑧

変換待機

変換待機

①

⑤

 

注 1. H8S と RX では割り込みアーキテクチャが異なります。詳細は、「5. 割り込みの相違点」を 

参照してください。 

図3.3 グループスキャンモード動作のタイミング図 
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表3.8 RX のグループスキャンモードの動作説明 

項目 RX（グループスキャンモード） 

①グループ A 

スキャン開始 

MTU からの TRG0AN トリガによって ADCSR.ADST ビットが“1”（A/D 変換開始）

になると、グループ A のスキャンを開始します。 

ADANSA0、ADANSA1 レジスタで選択した ANn の n が小さい番号順に A/D 変換を

行います。 

②グループ A 

A/D 変換結果格納 

1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ

（ADDRy）に格納されます。 

③スキャン終了 

割り込み発生 

グループ A のすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが“1” 

（スキャン終了後の S12ADI0 割り込み発生を許可）に設定されていると、S12ADI0

割り込みの IR ビットが“1”（割り込み要求発生）になり、S12ADI0 割り込み要求を

発生します。 

④グループ A 

スキャン終了 

ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は“1”（A/D 変換開始）を保持し、選択されたす

べてのチャネルの A/D 変換が終了すると自動的にクリアされ、12 ビット A/D コン

バータは待機状態になります。 

⑤グループ B 

スキャン開始 

MTU からの TRG0BN トリガによって ADCSR.ADST ビットが“1”（A/D 変換開始）

になると、グループ B のスキャンを開始します。 

ADANSB0、ADANSB1 レジスタで選択した ANn の n が小さい番号順に A/D 変換を

行います。 

⑥グループ B 

A/D 変換結果格納 

1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ

（ADDRy）に格納されます。 

⑦グループ B 

スキャン終了 

割り込み発生 

グループ B のすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.GBADIE ビットが“1” 

（グループ B のスキャン終了後に GBADI 割り込み発生を許可）に設定されている

と、GBADI 割り込みの IR ビットが“1”（割り込み要求発生）になり、GBADI 割り

込み要求を発生します。 

⑧グループ B 

スキャン終了 

ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は“1”（A/D 変換開始）を保持し、選択されたす

べてのチャネルの A/D 変換が終了すると自動的にクリアされ、12 ビット A/D コン

バータは待機状態になります。 
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3.3.2 設定手順 

表3.9に、グループスキャンモード動作時の初期設定手順を示します。 

 

表3.9 グループスキャンモード動作時の初期設定手順 

手順 RX 

1 モジュールストップ状態を解除（注 1） MSTP(S12AD) = 0; 

2 割り込み要求を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 0; 

S12AD.ADCSR.BIT.GBADIE = 0; 

IEN(S12AD, S12ADI0) = 0; 

IEN(S12AD, GBADI) = 0; 

3 A/D 変換を禁止 S12AD.ADCSR.BIT.ADST = 0; 

4 スキャンモード選択 S12AD.ADCSR.BIT.ADCS = 1; 

5 チャネル選択 S12AD.ADANSA0.WORD = 0x0003; 

S12AD.ADANSB0.WORD = 0x000C; 

6 A/D 変換開始トリガ選択 S12AD.ADCSR.BIT.EXTRG = 0; 

S12AD.ADSTRGR.BIT.TRSA = 1; 

S12AD.ADSTRGR.BIT.TRSB = 2; 

7 A/D 変換時間の設定 S12AD.ADSSTR0 = 0x58; 

S12AD.ADSSTR1 = 0x58; 

S12AD.ADSSTR2 = 0x58; 

S12AD.ADSSTR3 = 0x58; 

8 I/O ポート機能の設定（注 2） PORT4.PMR.BIT.B0 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B0 = 0; 

MPC.P40PFS.BYTE = 0x80; 

PORT4.PMR.BIT.B1 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B1 = 0; 

MPC.P41PFS.BYTE = 0x80; 

PORT4.PMR.BIT.B2 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B2 = 0; 

MPC.P42PFS.BYTE = 0x80; 

PORT4.PMR.BIT.B3 = 0; 

PORT4.PDR.BIT.B3 = 0; 

MPC.P43PFS.BYTE = 0x80; 

9 割り込み優先レベル設定 IPR(S12AD, S12ADI0) = 0x01; 

IPR(S12AD, GBADI) = 0x01; 

10 割り込み要求をクリア IR(S12AD, S12ADI0) = 0; 

IR(S12AD, GBADI) = 0; 

11 割り込み要求を許可 S12AD.ADCSR.BIT.ADIE = 1; 

S12AD.ADCSR.BIT.GBADIE = 1; 

IEN(S12AD, S12ADI0) = 1; 

IEN(S12AD, GBADI) = 1; 

12 マスカブル割り込み許可 setpsw_i(); 

13 トリガ信号による A/D 変換開始を許可 S12AD.ADCSR.BIT.TRGE = 1; 

注 1. モジュールストップ機能については、「6. モジュールストップ機能」を参照してください。 

注 2. AN000～AN003 端子を使用する場合は、該当端子の設定を汎用入力にしてください。 

（PORT.PDR.Bm ビットおよび PORT.PMR.Bm ビットを“0”に設定。（m：0～7）） 
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3.4 RX の入力サンプリングとスキャン変換時間 

図3.4に、RX のスキャン変換のタイミング（ソフトウェア起動、同期トリガ起動の場合）を示します。 

図3.5に、RX のスキャン変換のタイミング（非同期トリガ起動の場合）を示します。 

RX は、A/D 変換開始トリガやその他条件により、スキャンの各所要時間が異なります。詳細は、「表3.12 

RXのスキャンでの各所要時間」を参照してください。 

RX は、スキャン変換開始遅延時間（tD）の後に、断線検出アシスト処理、自己診断変換処理を行い、この

後に A/D 変換を開始します。 

断線検出アシスト機能、自己診断機能については、「表3.11 RXの断線検出アシスト機能、自己診断機能

の概要」を参照してください。 

待機中 DIAG変換処理 A/D変換処理 終了処理

ソフトトリガ

同期トリガ

ADSTビット

A/Dコンバータ

tD tDIAG tconv tED

tscan

 

図3.4 RX のスキャン変換のタイミング（ソフトウェア起動、同期トリガ起動の場合） 

 

待機中 DIAG変換処理 A/D変換処理 終了処理

tD tDIAG tconv tED

tscan

非同期トリガ

（外部トリガ）

ADSTビット

A/Dコンバータ

 

図3.5 RX のスキャン変換のタイミング（非同期トリガ起動の場合） 
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表3.10に、RX のスキャン変換時間の内容を示します。 

 

表3.10 RX のスキャン変換時間の内容 

項目 備考 

スキャン変換時間 

（tSCAN） 

スキャン変換開始遅延時間（tD） なし 

断線検出アシスト処理時間（tDIS） 断線検出アシスト機能無効時、tDIS=0 
（注 1） 

自己診断変換時間（tDIAG） 自己診断機能無効時、tDIAG=0 

A/D 変換処理時間 

（tCONV） 

サンプリング時間 

（tSPL） 

ADSSTRn レジスタでサンプリング時間

を調整可能 

逐次変換時間 

（tSAM） 

高速変換動作時 ：32 ステート

（ADCLK） 

低電流変換動作時：41 ステート

（ADCLK） 

高速変換動作、低電流変換動作は

ADCSR.ADHSC ビットで選択可能 

スキャン変換終了遅延時間（tED） なし 

注 1. 温度センサ出力/内部基準電圧を A/D 変換時は、15 ステート（ADCLK）に固定されます。 

 

表3.11に、RX の断線検出アシスト機能、自己診断機能の概要を示します。 

 

表3.11 RX の断線検出アシスト機能、自己診断機能の概要 

機能 概要 設定 デフォルト 

断線検出アシスト機能 A/D 変換開始前に、サンプリング容量の

電荷を所定の状態に固定する機能。 

この機能により、アナログ入力に接続し

た配線の断線検出が可能となる。 

ADDISCR. 

ADNDIS[4:0]ビット 

無効 

自己診断機能 12ビットA/Dコンバータの故障を検出す

るための機能 

ADCER. 

DIAGM ビット 

無効 

 

断線検出アシスト機能、自己診断機能の詳細については、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照

してください。 

 

選択チャネルが nのシングルスキャンのスキャン変換時間（tSCAN）は、次のように表されます。 

tSCAN = tD + (tDIS × n) + tDIAG + (tCONV × n) + tED 

ただし、選択チャネルのサンプリング時間（tSPL）がチャネルごとに異なる場合は、tCONV × nではなく、

各チャネルのサンプリング時間（tSPL）と逐次変換時間（tSAM）の総和になります。 

連続スキャンの 1サイクル目は、シングルスキャンの tSCANから tEDを省いた時間です。連続スキャンの 

2 サイクル目以降は、(tDIS × n) + tDIAG + tDSD + (tCONV × n)となります。 

 



RXファミリ、H8Sファミリ H8SからRXへの置き換えガイド ADC編 

R01AN4391JJ0100  Rev.1.00  Page 28 of 47 

2018.07.13  

表3.12に、RX のスキャンでの各所要時間を示します。 

各所要時間を、周辺モジュールクロック PCLK と A/D 変換クロック ADCLK のサイクル数で示します。

PCLK は PCLKB、ADCLK は PCLKD を示します。PCLKB、PCLKD はそれぞれ、クロック発生回路で分周比

を設定することが可能です。 

また、上記の分周比設定により、PCLK と ADCLK を以下の周波数比で設定可能です。 

PCLK：ADCLK 周波数比＝1：1、1：2、1：4、2：1、4：1、8：1 

クロックの詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編のクロック発生回路の章を参照してください。 

 

表3.12 RX のスキャンでの各所要時間 

項目 記号 

種別/条件 

単位 

同期 

トリガ 
（注 6） 

非同期 

トリガ 

ソフト

ウェア 

トリガ 

スキャン

開始処理

時間 
（注 1） 

（注 2） 

グループ A

優先制御 

動作によ

るグルー

プAのA/D

変換 
（注 3） 

グループ B 

中断あり 

（グループ A の

A/D 変換要因に

よってグループ

B を停止させた

後、グループ A

を起動） 

tD 3PCLK + 

6ADCLK 
－ － 

サイクル 

グループ B 

中断なし 

（グループ A の

A/D 変換要因に

よって起動） 

2PCLK + 

4ADCLK 
－ － 

自己診断 

有効時の

A/D 変換 

自己診断 

変換開始時 

2PCLK + 

6ADCLK 

4PCLK + 

6ADCLK 

6ADCLK 

上記以外 2PCLK + 

4ADCLK 

4PCLK + 

4ADCLK 

4ADCLK 

断線検出アシスト処理時間 tDIS ADDISCR.ADNDIS[3:0]設定値 

（初期値 00h） × ADCLK（注 4） 

自己診断

変換処理

時間 
（注 1） 

サンプリング時間 tDIAG tSPL ADSSTR0 設定値（初期値 0Dh） × 

ADCLK（注 5） 

逐次変換 

時間 

12 ビット 

変換精度 

tSAM 32ADCLK（高速変換動作時） 

41ADCLK（低電流変換動作時） 

自己診断変換終了後、 

通常の A/D 変換開始時 

tDED 2ADCLK 

連続スキャン時の最終チャネ

ル変換終了後、 

自己診断変換開始時 

tDSD 2ADCLK 

A/D 変換

処理時間
（注 1） 

サンプリング時間 tCONV tSPL ADSSTRn（n=0～7、L、T、O） 

設定値（初期値 0Dh）× ADCLK（注 5） 

サイクル 逐次変換 

時間 

12 ビット 

変換精度 

tSAM 32ADCLK（高速変換動作時） 

41ADCLK（低電流変換動作時） 

スキャン終了時間（注 1） tED 1PCLK + 3ADCLK（注 7） 

注 1. tD、tDIAG、tCONV、tED の各タイミングについては、図3.4、図3.5を参照してください。 

注 2. ソフトウェア書き込み、またはトリガ入力から A/D 変換開始までの最大時間です。 
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注 3. グループスキャンモードでは、グループ A 優先制御動作を設定可能です。グループ A 優先制御動作で

は、グループ B の A/D 変換動作中にグループ A のトリガ入力があった場合、グループ B の A/D 変換

動作を中断して、グループ A の A/D 変換動作を行います。 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照してください。 

注 4. 温度センサ出力/内部基準電圧を A/D 変換時は、“0Fh”（15ADCLK）に固定されます。 

注 5. 電圧条件により、必要なサンプリング時間（ns）が規定されています。詳細は、ユーザーズマニュア

ル ハードウェア編の A/D 変化特性の章を参照してください。 

注 6. タイマ出力からトリガ入力までの経路で消費する時間は含まれていません。 

注 7. ADCLK が PCLK より高速な場合（PCLK：ADCLK 周波数比＝1：2、1：4 の設定）では、2PCLK + 3ADCLK

になります。 
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3.5 外部トリガ入力タイミング 

図3.6に、RX の非同期トリガ入力から A/D 変換終了までのタイミングを示します。 

表3.13に、図3.6に示す RX のタイミングの動作条件を示します。 

PCLK

ADCLK

ADTRG0#

内部トリガ信号

ADST

スキャン変換開始

遅延時間 (tD)

A/D変換時間
(tCONV)

スキャン変換終了

遅延時間 (tED)

4PCLK 4ADCLK 2PCLK 3ADCLK45ADCLK

約1.23µs

 

図3.6 RX の非同期トリガ入力から A/D 変換終了までのタイミング 

 

表3.13 RX のタイミングの動作条件 

項目 条件 

A/D 変換クロック ADCLK 52MHz 

周辺モジュールクロック PCLK：A/D 変換クロック

ADCLK 周波数比 

PCLK：ADCLK = 1：2 

動作モード シングルスキャンモード 

A/D 変換を行うアナログ入力チャネル 1 チャネル 

変換モード 高速変換動作 

断線検出アシスト機能 使用しない 

自己診断機能 使用しない 

サンプリングステート数（ADSSTRn 設定値） 13 ステート 

注. スキャン変換時間の詳細は、「RXの入力サンプリングとスキャン変換時間」を参照してください。 
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図3.7に、H8S の外部トリガ入力から A/D 変換終了までのタイミングを示します。 

表3.14に、図3.7に示す H8Sのタイミングの動作条件を示します。 

f

ADTRG
_________________________

内部トリガ信号

ADST

ADF

A/D変換開始遅延時間 (tD)

10ステート

入力サンプリング時間 (tSCAN)

63ステート

A/D変換時間 (tSCAN)

259ステート

7.4µs（注1）

 

注 1. A/D 変換時間（tSCAN）は、7.4µs 以上になるように設定してください。 

注. A/D 変換開始遅延時間（tD）は、ADCSR へのライトタイミングにより変化します。 

また、それに伴い A/D 変換時間（tSCAN）も変化します。 

図中のステート数は、最小の値を示します。 

図3.7 H8S の外部トリガ入力から A/D 変換終了までのタイミング 

 

表3.14 H8S のタイミングの動作条件 

項目 条件 

動作クロック 35MHz 

動作モード シングルモード 

A/D 変換時間（ADCR.CKS1、CKS0 設定値） 266 ステート（max） 
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4. 使用上の注意事項 

4.1 許容信号源インピーダンスについて 

図4.1に、アナログ入力端子と外部センサの等価回路を示します。 

R0

VIN

R

C
VC

センサ等価回路

VIN

t

外部センサ MCU内部

 

図4.1 アナログ入力端子と外部センサの等価回路 

 

RX、H8S のアナログ入力は、表4.1に示す信号源インピーダンス以下の入力信号に対し、変換精度が保証さ

れる設計となっています。 

H8S のシングルモードまたは RX のシングルスキャンモードで 1端子のみ変換を行うときに、外部に大容

量を設けている場合は、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗だけになるため、信号源インピーダンスは不問

です。ただし、ローパスフィルタとなるため、微分係数の大きなアナログ信号には追従できないことがあり

ます。 

高速のアナログ入力信号を変換する場合や、スキャンモードで複数端子の変換を行う場合には、低インピー

ダンスのバッファを入れてください。 

表4.2に、RX と H8Sの内部入力抵抗の値を示します。 

 

表4.1 変換精度が保証される信号源インピーダンス 

項目 RX H8S 

R0 0.5kΩ 以下 5kΩ 以下 

 

表4.2 RX と H8S の内部入力抵抗 

項目 RX H8S 

R 2.6kΩ 10kΩ 
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4.2 アナログ電源端子他の設定範囲 

表4.3に、電圧の設定範囲の相違点を示します。 

表4.3に示す電圧の設定範囲を超えて RX、H8Sを使用した場合、RX、H8S の信頼性に悪影響を及ぼすこと

があります。 

 

表4.3 電圧の設定範囲の相違点 

項目 RX H8S 

アナログ入力端子の 

設定範囲 

アナログ入力端子 ANn に印加する 

電圧は、VREFL0≦VAN≦VREFH0 の 

範囲としてください。 

アナログ入力端子 ANn（n=000～007）

に 

印加する電圧は、AVSS0≦VAN≦

AVCC0 にしてください。 

アナログ入力端子 ANn（n=016～031）

に印加する電圧は、VSS≦VAN≦VCC、 

および AVSS0≦VAN≦AVCC0 にして

ください。 

A/D 変換中、アナログ入力端子 ANn に

印加する電圧は AVss≦ANn≦Vref の 

範囲としてください。 

リファレンス電圧の 

設定範囲 

VREFH0 端子によるリファレンス電圧

の設定範囲は、VREFH0≦AVCC0 にし

てください。 

Vref 端子によるリファレンス電圧の 

設定範囲は、Vref≦AVcc にしてくださ

い。 

各電源端子の関係 AVSS0 と VSSとの関係は AVSS0=VSS

としてください。 

アナログ入力端子 AN016～AN031 の

A/D 変換を行う場合は、AVCC0=VCC と

してください。 

また、図4.2に示すように各々の電源間

に最短で閉ループが形成できるように

0.1µF のコンデンサを接続し、供給元で

VREFL0=AVSS0=VSS になるように接

続してください。 

12 ビット A/D コンバータを使用しない

場合は、VREFH0=AVCC0=VCC、

VREFL0=AVSS0=VSSとしてください。 

AVcc、AVss と Vcc、Vss の関係は 

AVcc≧Vcc かつ AVss=Vss とし、 

さらに、A/D 変換器を使用しないとき

も AVcc、AVss 端子はオープンにしな

いでください。 
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図4.2に、RX の各電源端子の接続例を示します。 

0.1µF

0.1µF

0.1µF

VCC

VSS

AVCC0

AVSS0

VREFH0

VREFL0

 

図4.2 RX の各電源端子の接続例 
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4.3 ボード設計上の注意事項 

RX、H8S マイコンのボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してください。ま

た、デジタル回路の信号線とアナログ回路の信号線を交差させたり、近接させないでください。アナログ信

号にノイズが乗って、A/D 変換値の精度に悪影響を及ぼします。 

アナログ入力端子、基準電源端子、基準グランド端子（RX のみ）、アナログ電源端子は、アナロググラン

ド端子で、デジタル回路と分離してください。 

さらに、アナロググランド端子は、ボード上の安定したグランドに一点接続してください。 

表4.4に、RX と H8Sの端子を示します。 

 

表4.4 RX と H8S の端子 

端子 RX H8S 

アナログ入力端子 AN000～AN007、 

AN016～AN031 

AN0～AN15 

基準電源端子 VREFH0 Vref 

基準グランド端子 VREFL0 なし 

アナログ電源端子 AVCC0 AVcc 

アナロググランド端子 AVSS0 AVss 

 

RX では、ADHVREFCNT.HVSEL[1:0]ビット、LVSELビットの設定により、基準電圧を以下のように選択 

できます。 

• 高電位側基準電圧：AVCC0 か VREFH0 から選択 

• 低電位側基準電圧：AVSS0 か VREFL0 から選択 
 

この設定により、基準電圧に AVCC0、AVSS0 を使用することが可能です。 

デフォルトでは、高電位側基準電圧は AVCC0、低電位側基準電圧は AVSS0 が選択されています。 
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4.4 ノイズ対策上の注意事項 

RX、H8S ともに、過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子の破壊を防ぐために、保護回路を接

続する必要があります。 

図4.3に、RX のアナログ入力保護回路の例を示します。 

図4.4に、H8S のアナログ入力保護回路の例を示します。 

AVCC0

VREFH0

AN000～AN007、

AN016～AN031

AVSS0

Rin  *2 0.1µF

*1 *1

注. 数値は、参考値です。

*1

*2 Rin：信号源インピーダンス

10µF 0.01µF

VREFL0

0.1µF

 

図4.3 RX のアナログ入力保護回路の例 

 

RX では、図4.3に示すように、AVCC0 と AVSS0 間、VREFH0 と VREFL0 間に容量を、またアナログ入力

端子（AN000～AN007、AN016～AN031）を基準に保護回路を接続してください。 
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AVcc

Vref

AN0～AN15

AVss

Rin  *2 100Ω

0.1µF

*1 *1

注. 数値は、参考値です。

*1

*2 Rin：入力インピーダンス

10µF 0.01µF

 

図4.4 H8S のアナログ入力保護回路の例 

 

H8S では、図4.4に示すように、AVcc と AVss間に保護回路を接続してください。AVssに接続するバイパ

スコンデンサ、AN0～AN15 に接続するフィルタ用のコンデンサは、必ず AVss に接続してください。 

なお、フィルタ用のコンデンサを接続すると、AN0～AN15 の入力電流が平均化されるため、誤差を生じる

ことがあります。また、スキャンモードなどで A/D 変換を頻繁に行う場合、A/D 変換器内部のサンプル&ホー

ルド回路の容量に充放電される電流が入力インピーダンス（Rin）を経由して入力される電流を上回ると、ア

ナログ入力端子の電圧に誤差を生じます。したがって、回路定数は十分ご検討の上決定してください。 
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5. 割り込みの相違点 

RX は H8S と異なり、周辺機能毎の割り込み許可ビット・割り込み要求ビットに加え、割り込みコントロー

ラに周辺機能の割り込み許可ビット・割り込み要求ビットがあります。 

表5.1に A/D コンバータの割り込み関連リソースの相違点を示します。 

表5.1中の IERmレジスタ（m=02h～1Fh）、IRnレジスタ（n=割り込みベクタ番号）は、割り込みコントロー

ラのレジスタです。 

IERmレジスタの各ビットと割り込み要因の対応、割り込みベクタ番号については、ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編の割り込みコントローラの章を参照してください。 

 

表5.1 A/D コンバータの割り込み関連リソースの相違点 

項  目 

RX H8S 

S12ADI0 GBADI ADI 

割り込み許可 

レジスタ 

（許可ビット） 

周辺機能 ADCSR.ADIE ADCSR.GBADIE ADCSR.ADIE 

割り込み 

コントローラ 

IER0C.IEN6 IER0C.IEN7 なし 

割り込み要求 

レジスタ 

（要因フラグ） 

周辺機能 なし なし ADCSR.ADF 

割り込み 

コントローラ 

IR102.IR IR103.IR なし 

 



RXファミリ、H8Sファミリ H8SからRXへの置き換えガイド ADC編 

R01AN4391JJ0100  Rev.1.00  Page 39 of 47 

2018.07.13  

RX では、下記の条件を満たすときに割り込みを受け付けることができます。 

• I フラグ（PSW.Iビット）が“1”であること。 

• ICU の IER、IPR レジスタで割り込み許可に設定されていること。 

• 周辺機能の割り込み要求許可ビットで、割り込み要求が許可されていること。 
 

表5.2に、RX と H8Sの割り込みの発生条件についての比較表を示します。 

 

表5.2 RX と H8S の割り込みの発生条件についての比較表 

項目 RX H8S 

割り込み許可ビット 

（I ビット） 

PSW レジスタの I ビットを“1”（許

可）にすると、マスカブル割り込みの

受け付けが許可されます。 

割り込み制御モード 0 の場合、CCR レジス

タの I ビットを“0”（許可）にすると、マスカ

ブル割り込みの受け付けが許可されます。 

割り込み制御モード 2 の場合は、CCR レジ

スタの I ビットは使用しません。 

プロセッサ割り込み

優先レベル 

PSW レジスタの IPL[3:0]ビットが示

すレベルより高いレベルの割り込み

要求のみが受け付けられます。 

 

割り込み制御モード 2 の場合、EXR レジス

タの I2～I0 ビットが示すレベルより高いレ

ベルの割り込み要求のみが受け付けられま

す。 

割り込み制御モード 0 の場合は、EXR レジ

スタの I2～I0 ビットは使用しません。 

割り込み優先レベル IPR レジスタで設定します。 割り込み制御モード 0 の場合はデフォルト

の設定となります。 

割り込み制御モード 2 の場合は、IPR レジス

タの設定となります。 

割り込み要求フラグ 周辺機能、外部端子、NMI 割り込み

等の全ての割り込みステータスフラ

グを割り込みコントローラで管理し

ます。 

外部割り込みは、割り込みコントローラ、内

部割り込み要因は、各内蔵周辺機能内で割り

込みステータスフラグを管理します。 

割り込み要求許可 マスカブル割り込みは IER レジス

タ、ノンマスカブル割り込みは

NMIER レジスタで設定します。 

IER レジスタで IRQ 割り込み許可を設定し

ます。 

周辺機能の割り込み

許可 

各周辺機能で割り込みの許可、禁止を設定できます。 
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表5.3に、プロセッサ割り込み許可と優先レベルの相違点を示します。 

RX では、PSW.I ビットを“1”（割り込み許可）に設定すると、プロセッサ割り込み優先レベルはデフォル

トで優先レベル 0（最低レベル）になっているため、マスカブル割り込み許可になります。 

H8S の割り込み制御モード 0 では、CCR.I ビットを“0”（割り込み許可）に設定すると、プロセッサ割り込

み優先レベルは使用しないため、マスカブル割り込み許可になります。 

H8S の割り込み制御モード 2 では、プロセッサ割り込み優先レベルはデフォルトで優先レベル 7（最高レベ

ル）になっているため、EXR.I2～I0ビットを設定することで、マスカブル割り込み許可になります。 

 

表5.3 プロセッサ割り込み許可と優先レベルの相違点 

項目 RX 

H8S 

割り込み制御モード 0 割り込み制御モード 2 

割り込み許可 デフォル

ト値 

PSW.I ビット：0 

（割り込みマスク） 

 

CCR.I ビット：1 

（割り込みマスク） 

使用しない 

プロセッサ割り込み優先

レベル デフォルト値 

PSW.IPL[3:0]ビット：

0000b（最低レベル） 

使用しない 

 

EXR.I2～I0 ビット：111b 

（最高レベル） 

リセット後の動作 マスカブル割り込みを受け付けない 

 

表5.4に、割り込み許可に使用する組み込み関数（一部）を示します。 

 

表5.4 割り込み許可に使用する組み込み関数（一部） 

項目 

記述 

RX 

H8S 

割り込み制御モード 0 割り込み制御モード 2 

プロセッサ割り込み許可設定 setpsw_i(); 
（注 1） 

set_imask_ccr(0); 
（注 1） 

使用しない 

プロセッサ割り込み優先レベル

の設定（“0”に設定する場合） 

set_ipl（0）; 
（注 1） 

使用しない set_imask_exr(0); 
（注 1） 

注 1. “machine.h”のインクルードが必要です。 

 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編の割り込みコントローラ（ICU）、CPU、使用する周辺機

能の章を参照してください。 



RXファミリ、H8Sファミリ H8SからRXへの置き換えガイド ADC編 

R01AN4391JJ0100  Rev.1.00  Page 41 of 47 

2018.07.13  

6. モジュールストップ機能 

H8S、RX は周辺モジュールごとに機能を停止させることが可能です。 

使用しない周辺モジュールをモジュールストップ状態へ遷移させることで、消費電力を低減することがで 

きます。リセット解除後は、表6.1に示すモジュール以外はモジュールストップ状態になっています。 

 

表6.1 RX、H8S の初期設定時動作しているモジュール 

RX H8S 

DMAC、DTC、RAM EXDMAC、DMAC、DTC 

 

モジュールストップ状態のモジュールのレジスタは、読み書きできません。 

表6.1に示すモジュール以外のモジュールを使用する場合は、モジュールストップ状態を解除した後、初期

設定等を行ってください。 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編の消費電力低減機能の章を参照してください。 
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7. レジスタライトプロテクション機能 

RX では、プログラムが暴走したときに備えて、重要なレジスタを書き換えられないように保護することが

可能です。プロテクトレジスタ（PRCR）によって、保護するレジスタを設定します。 

クロック発生回路関連レジスタ、フラッシュメモリ関連レジスタ、動作モード関連レジスタ、消費電力低

減機能関連レジスタ、ローパワータイマ関連レジスタ、LVD 関連レジスタ、ソフトウェアリセットレジスタ

を保護することが可能です。 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編のレジスタライトプロテクション機能の章を参照してく

ださい。 



RXファミリ、H8Sファミリ H8SからRXへの置き換えガイド ADC編 

R01AN4391JJ0100  Rev.1.00  Page 43 of 47 

2018.07.13  

8. H8S から RX へ置き換えのポイント 

H8S から RXへ置き換えるときのポイントについて、以下に示します。 

8.1 入出力ポート 

RX では、周辺機能の入出力信号を端子に割り当てるには、MPCの設定を行う必要があります。 

RX の端子の入出力制御を行う前に以下の 2つの設定を行ってください。 

• MPCの PFS レジスタ：該当端子に割り当てる周辺機能の選択 

• I/O ポートの PMR レジスタ：該当端子に汎用入出力ポート/周辺機能を割り当てるかの選択 
 

表8.1に RXと H8S の周辺機能端子の入出力設定についての比較表を示します。 

 

表8.1 RX と H8S の周辺機能端子の入出力設定についての比較表 

機能 RX H8S 

端子の機能選択 PFS レジスタを設定することで、周辺

機能の入出力を複数の端子から選択し

て割り付けることができます。 

MCU 動作モード、SYSCR.EXPE ビッ

ト、PFCR レジスタ、DDR レジスタ、各

周辺機能の設定の組み合わせにより、汎

用入出力ポート/周辺機能の切り替え、ま

た端子の機能選択が可能です。 
汎用入出力ポート/

周辺機能の切り替え 

PMR レジスタを設定することで、対象

端子を I/O ポートとして使用するか、周

辺機能として使用するかを選択できま

す。 

 

詳細は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編のマルチファンクションピンコントローラ（MPC）と、

I/O ポートの章を参照してください。 
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8.2 I/O レジスタマクロ 

RX の I/O レジスタの定義（iodefine.h）内では、下記のマクロ定義を用意しています。 

マクロ定義を使用することで可読性の高いプログラムを記載できます。 

表8.2にマクロの使用例を示します。 

 

表8.2 マクロの使用例 

マクロ 使用例 

IR(“module name”,“bit name”) IR(MTU0,TGIA0) = 0; 

MTU0 の TGIA0 に対応した IR フラグを“0”（割り込み要求をクリア）

にします。 

DTCE(“module name”,“bit name”) DTCE(MTU0,TGIA0) = 1; 

MTU0 の TGIA0 に対応した DTCE ビットを“1”（DTC 起動を許可）に

します。 

IEN(“module name”,“bit name”) IEN(MTU0,TGIA0) = 1; 

MTU0 の TGIA0 に対応した IEN ビットを“1”（割り込みを許可）にしま

す。 

IPR(“module name”,“bit name”) IPR(MTU0,TGIA0) = 0x02; 

MTU0 の TGIA0 に対応した IPR ビットを“2”（割り込み優先レベルを

“2”）にします。 

MSTP(“module name”) MSTP(MTU) = 0; 

MTU0 のモジュールストップ設定ビットを“0”（モジュールストップ状

態を解除）にします。 

VECT(“module name”,“bit name”) #pragma interrupt(Excep_MTU0_TGIA0(vect=VECT(MTU0,TGIA0))) 

MTU0 の TGIA0 に対応した割り込み関数を宣言します。 
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8.3 組込関数 

RX では、制御レジスタの設定や特殊命令用に組み込み関数を用意しています。組み込み関数を使用する場

合は、machine.hをインクルードしてください。 

表8.3に RXと H8S の制御レジスタの設定や特殊命令などの記述の相違点（一例）を示します。 

 

表8.3 RX と H8S の制御レジスタの設定や特殊命令などの記述の相違点（一例） 

項目 

記述 

RX H8S 

I フラグを“1”にする setpsw_i(); 
（注 1） 

set_imask_ccr(1); 
（注 1） （注 2） 

I フラグを“0”にする clrpsw_i(); 
（注 1） 

set_imask_ccr(0); 
（注 1） （注 2） 

WAIT 命令に展開します。 wait(); 
（注 1） 

なし 

NOP 命令に展開します。 nop(); 
（注 1） 

nop(); 
（注 1） 

注 1. “machine.h”のインクルードが必要です。 

注 2. RX では I=1 のとき割り込み許可、H8S では I=1 のとき割り込みマスクを意味します。 
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9. 参考ドキュメント 

ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

H8S/2378 グループ、H8S/2378R グループ ハードウェアマニュアル  Rev.7.00（RJJ09B0094-0700） 

RX230 グループ、RX231グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.10

（R01UH0496JJ0110） 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 

テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 

ユーザーズマニュアル：開発環境 

CC-RX コンパイラ ユーザーズマニュアル Rev.1.03 （R20UT3248JJ0103） 

H8S、H8/300 シリーズ C/C++コンパイラ、アセンブラ、最適化リンケージエディタ  

コンパイラパッケージ Ver.7.00 ユーザーズマニュアル （RJJ10J2552-0100） 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 

お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい

て、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して生じた損害（お客様

または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 当社製品、本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の

知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うものではありません。

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

4. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改変、複製、リ

バースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、

金融端末基幹システム、各種安全制御装置等

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システ

ム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機器と、海底中継器、原子力制

御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの用途に使用することは想定していませ

ん。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。

6. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導体デバイスの使

用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の範囲内でご使用ください。指

定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま

す。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を行っておりません。仮に当社

製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設

計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独

での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制するRoHS

指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社

は、一切その責任を負いません。

9. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品および技術を輸

出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、それらの定めるところに従い

必要な手続きを行ってください。

10. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたします。

11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

12. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的に支配する会

社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注1において定義された当社の開発、製造製品をいいます。
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